
 

 

 

【純シリコーン 100％樹脂塗料】 
 

「バッファーコート NSD 塗装システム」（土木用） 
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１． 総則 

 

１－１ 適用範囲 

 

この作業要領書は、純シリコーン 100%樹脂塗料バッファーコートを使用する工事に適用する。 
 

１－２ 適用図書 

 

純シリコーン 100%樹脂塗料バッファーコートは、下記の仕様書に基づいて施工する。 
 

工事の建築設計図書及び特記仕様書 
 

１－３ 要領書の変更及び追加 

 

本作業要領書の内容について、変更、訂正が生じた場合、あるいは記載外事項で重要な問題が生じた場合は、 

速やかに変更、あるいは追加を行う。さらにそれらの項目について関係作業員への周知徹底を図り必守する。 
 
 

２． 一般事項 

 

２－１ 工事概要 
 

工事名称 橋梁塗装工事 
 

工事場所 ＊＊＊＊＊ 
 

発注会社 ＊＊＊＊＊ 
 

工 期 年   月   日 ～       年   月   日 
 
 

２－２  工事概要 
 

１） 塗料種類 
 

純シリコーン 100%樹脂 無溶剤型コーティング材 バッファーコート NSD (1 液型) 
 

純シリコーン 100%樹脂  溶剤型コーティング材 バッファーコート 85D (2 液型) 

 

希釈剤                            バッファーコート専用シンナー 



＊バッファーコート NSD は希釈せずに使用することを基本とし、希釈する場合は希釈剤（専用シンナー）で 0～5％以内とする。 

但し、バッファーコート 85D は希釈不可。 

２） 部位 ・ 数量 
    

 
 
 

 
 

３． 塗装仕様 
 

株式会社クラタ・テクノシステム 

純シリコーン 100%樹脂溶剤型コーティング材 バッファーコート鉄部防錆仕様 
 
 

４． 使用材料 
 

４－１ 使用材料 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

４－２ 塗装仕様 

 
 

部  位 数 量 施 工 場 所 

道路橋 桁端部 ・ 支承部 ・ 横梁部補修 1 式   

工  程 樹 脂 系 商 品 名 希 釈 剤 

下  塗 純シリコーン 100%樹脂 バッファーコート NSD 0 ～ 5% 

中  塗 純シリコーン 100%樹脂 バッファーコート NSD 0 ～ 5% 

上  塗 純シリコーン 100%樹脂 バッファーコート 85D      ― 

  

工 程 品       名 
塗 布 

回 数 

標準使用量 

(㎏/㎡) 

塗布間隔 

(23℃) 希  釈 塗 布 方 法 

下地調整 

高圧水洗機等を用いてカビ、藻、汚れ、油脂分を除去する。 

塗布面は 3 種ケレン A 以上を行い、浮き錆を完全に除去する。活膜部分は目粗を十分に行う。 

不具合部分は別途定める方法により復元する。 

下 塗 

純シリコーン100%樹脂 １液型 

バッファーコート NSD 

NETIS KT-220094-A 
1 回 0.3 12 時間 0～5％ ﾛｰﾗｰ及び刷毛 

中 塗 

純シリコーン100%樹脂 １液型 

バッファーコート NSD 

NETIS KT-220094-A 
1 回 0.3 12 時間 0～5％ ﾛｰﾗｰ及び刷毛 

上 塗 
純シリコーン100%樹脂 ２液型 

バッファーコート 85D 1 回 0.15 12 時間 ― ﾛｰﾗｰ及び刷毛 



５． 施 工 
 

５－１ 施工 

 

下地処理 
 
 

下 塗 

            
            
            

中 塗 

            
            
            

上塗り 

            
            
            

後片付け 

 
 
 
 
 
素地状況により３種ケレン以上を行ない、浮き錆を完全に除去する。 
活膜部分には目粗を行う。高圧水洗でゴミ、油脂、汚れなどの付着物を除去する。 
 

バッファーコート NSD 

ローラー、刷毛などを持用いて飛散に注意し、ムラ無く塗布する。 
雨天時、降雨時直後で下地に水分がある場合は作業を中止。 
 

バッファーコート NSD 

ローラー、刷毛などを持用いて飛散に注意し、ムラ無く塗布する。 
雨天時、降雨時直後で下地に水分がある場合は作業を中止。 
 
バッファーコート 85D 
硬化剤を十分に攪拌した後、秤を用いて適量を出し、10：1 の割合で 
混合、攪拌する。ローラー、刷毛を用いて飛散に注意むら無く塗布する。 
雨天時、降雨時直後で下地に水分がある場合は作業を中止 
 

材料、ごみ等決められた場所に保管整理し、使用した仮設材を片 
付け、作業前の現状通り復旧する。 
工具類は所定の場所に保管、若しくは持ち帰り、作業の点検を実 
施し報告する。 



２） 単位使用量 ・ 施工 

５－２ 品質管理 
 

１） 塗装の管理は、材料の量及び膜厚の管理及びロット確認、仕様書の厳守。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３） 材料は発注者の承認する製品とし、開封しないまま現場に搬入し、確認を受ける。 

 

４） 材料の保管については、取り扱い責任者を置き、災害防止に特に注意する。 
 

バッファーコートなど使用材料は全て絶対に雨などで濡れる事の無いように保管し高温に 

なる場所は避けて保管する事。 
 

５） 資材の荷揚げを行う時は、外壁・階段などにキズ等付けないよう行う事。

作 業 概 要  
 

作 業 区 分 工         程 施 工 管 理 項 目 

下 地 補 修 下 地 確 認 ・３種ケレン A 以上の下地調整 
 
  ― 

下 塗 バッファーコート NSD 
・使用量/㎡あたり使用量 

・膜厚 

使用量：0.3ｋg/㎡ 

膜厚：210 ㎛（ウェット） 

膜厚：100 ㎛程度（ドライ） 

中 塗 バッファーコート NSD 
・使用量/㎡あたり使用量 

・膜厚 

使用量：0.3ｋg/㎡ 

膜厚：210 ㎛（ウェット） 

膜厚：100 ㎛程度（ドライ） 

上 塗 バッファーコート 85D 
・使用量/㎡あたり使用量 

・膜厚 

使用量：0.15ｋg/㎡ 

膜厚：65 ㎛（ウエット） 

膜厚：32 ㎛程度（ドライ） 

検 査 補 修 

使用材料が仕様書通りに使われているか必ず確認する。 

塗残しや斑などがある場合は注意観察し増し塗りして均一になるように補修する。 

膜厚は標準の±10％程度を誤差範囲内とするが、下地状況により大きく変動する。 

塗装間隔 20℃における目安になります。前塗装が十分乾燥したことをご確認する。 

バッファーコート NSD は希釈せずに使用することを基本とし、希釈する場合は希釈剤 

（専用シンナー）で 0～5％以内とする。但し、バッファーコート85D は希釈不可。 

膜厚は下地の状況で変動があるので、使用量での管理を優先する。 



 

６） 塗装時の塗膜確認 
 

1. バッファーコート NSD  使用量 ㎡あたりの量 膜厚（ウエット） 

2. バッファーコート 85D 使用量 ㎡あたりの量 膜厚（ウエット） 
 

※鋼道路橋防食便覧Ⅱ-87 の 5.4.6 塗膜厚測定に準拠。乾燥膜厚については１ロットあたりの 

測定数は25 箇所とし同一箇所あたり 5 点測定し、その平均値を測定値とする。 

※塗膜管理は膜厚より使用量を優先すること。 
 
 

６．  使用材料及び充填材の保管場所 

 

１） 撤去、取外した物など不要材は産廃コンテナに廃棄する。 
 

２） 使用材料は指定場所に保管する。 
 
 

７．  塗装時の注意事項 

 

１） 気温が‐10℃以下、湿度 80％以上の場合は、塗装を避けて下さい。 
 

２） 被塗面温度が 50℃以上または外気温 60℃以上の場合は、塗装を避けて下さい。 
 

３） 施工面に夜露や結露などでの水分が多い場合は、十分に乾燥させて下さい。 
 

４） 施工後乾燥までに、降雪、降雨の恐れで濡れる場合は塗装を避けて下さい。 
 

５） 強風などで施工面に埃、その他の付着する恐れのある場合は対策を講じて下さい。 
 

６） 部材が鋭いエッジの場合、塗料が十分に付着せず塗膜が薄くなり早錆しやすくなりので 
 

グラインダーや専用化工機による角落とし、局面仕上げを行い事が必要。 
 

（日本橋梁建設協会改訂鋼橋防食の Q＆A 2002年3月引用文献②④参照 

 

 

８．  その他 施工上の注意 

 

１） 施工膜厚が均等になるようにすると共に、施工困難な場所にも注意する。 
 

２） 施工所形状により施工不可能な箇所がある場合は協議する。 

 

 

 



９．  安全関係 

 

１） 作業員の安全対策 
 

1. 安全管理体制を確立し、作業員への安全教育を指導。 
 

2. 責任者を定め、当日の作業内容、注意事項を明確に指示し安全を図る。 
 

3. 作業員は責任者の指示に従う。 
 

4. 健康管理を徹底し体調の悪い作業員は作業につかせない。 
 

5. ヘルメット、フルハーネス、服装等安全装備を徹底させる。 
 

6. 空き缶等の廃棄物は責任を持って管理させ、責任者が必ずチェックする。 
 

7. 資材の片付は毎日行う。 
 

２） その他の安全対策 
 

1. 材料等の開缶、攪拌は他を汚さないようにシートを敷いて行う。 
 

2. 引火性のあるシンナー等は安全な場所に保管し、取り扱に十分注意する。 
 

3. 消火器を要所に配置し万一の火災に備える。 
 

4. 指定場所以外の喫煙は禁止する。 
 

5. その他危険と認められる行為はしない。 
 

6. 本工事においては火気の使用は原則厳禁です。 
 
 

１０．  依頼事項 

 

１） 本工事に際し下記事項に関し御協力をお願いします。 
 

1. 工事電源の無償支給 
 

2. 作業員の休憩所の提供 
 

3. 資材などの置き場スペースの提供 
 

4. トイレ、洗面所の使用 
 

5. その他 


